
定期点検情報掲載
（裏表紙）
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SF-500SY型
左記の品番は代表品番です。品番の特定は商品の
品番シールをご確認ください。品番シールの位置は
「アフターサービスについて」をご覧ください。
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シャワーユニット

〈 〈ハンドル操作〉シャワーユニット付の場合〉

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。
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給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

お使いになる前に必ず素手で適温であることを確かめてください。
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キャビネット内の物を出し入れするとき、給水・給湯ホースに引っ
掛けないようにしてください。

【車椅子対応化粧台に組み合わせてご使用の場合】
座った状態で洗髪される場合は、ご家族の方、もしくは介助の方が付
き添ってください。
※ケガやヤケドをしたり、水がこぼれ、キャビネットや衣類、家財等を
濡らす財産損害発生の恐れがあります。
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ストレーナーを掃除しないと、配管の中のゴ
ミが流れ出て、ストレーナーが詰まり、正常に
吐出しない場合があります。

注 意

ポイント
湯が混ざり始める
位置をクリックで
お知らせします。

カチッ

9～
12参照）

湯

クリックより
左側では湯が
出ています。

湯

水

水になります

混合
上がる

温度
下がる

水栓の正面

レバーハンドルが正面位置にあるとき水になり、左方
向へ回すと吐水温度が上がります。
レバーハンドルが使い易い正面位置にあるとき水にな
るので、無意識での湯の使用や、無駄な給湯器の着火
を抑制できます。
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ポイント

300

約300mm

ポイント

注 意

ポイント

〈切替ユニット付の場合〉
整流で水を出す時はハンドシャワーの切替レバーを左側
に、シャワーを出す時は右側に切り替えてください。

ハンドシャワーは、納めた状態で左右１５°
ずつ、計30°回転します。お好みの角度で
ご使用ください。

切替レバーは、確実に整流の位置、もしくはシャワー
の位置に切り替えてください。
※中間で止めると水が飛びはね、衣類がぬれる可能
性があります。

シャワーと整流を切り替える際、吐水口が回転して
操作しにくい場合は、吐水口を押さえると切替操作
をスムーズに行えます。

化粧台との組み合わせにより、ホース引き
出し長さは変わります。

●ハンドシャワーの出し入れがしにくいときは、シャワーホースに
手をそえて収納してください。
●寒い時期、ハンドシャワーの出し入れが固いときは、しばらくの
間、ホースにお湯または水を通水してください。

ハンドシャワー
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注 意

注 意

ポイント

●回転させて化粧台等に当てないように注意してください。
●回転させて陶器・洗面ボウルの外に吐水しないように注意してください。

吐水口は360°回転する構造となっています。組合せの化粧台等
に合わせてお好みの位置でご使用ください。

吐水口は約70mm高さを上げることができま
す。用途により高さを変えてご使用ください。

●上げる時は吐水口を握り、カチッと音が
するまで引き上げてください。
●下げる時は吐水口を握り、吐水口下端ま
でゆっくりと降ろしてください。

吐水口は、一番上もしくは一番下の高さで、ご使用ください。途中の位置で止めて使うと、
カウンター下へ水が浸入することがあります。

吐水口高さの変更
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ホースガイド
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注 意

注 意

※ストッパーを紛失する恐れがあります。

〈切替ユニット付の場合〉ストレーナーの掃除
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※ドライバーを使用する際は、ハ
ンドシャワーにキズが付かない
よう注意してください。

注 意

ストッパー
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注 意
強い力で刺さないでください。
※散水板が変形する恐れがあります。

〈シャワーユニット付の場合〉ストレーナーの掃除

本体

ストレーナー

散水板
外す

散水板を回すと外すことができます。
中にあるストレーナーを掃除してください。

散水板が汚れていると、水切れが悪くなる
ことがあります。日頃から、散水板の表面
を水ぶきしてください。
また、散水板に湯あかやゴミがたまると、
吐水量が少なくなります。年に１回程度、
散水板の穴を針などで刺して、目詰まりを
取ってください。
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吐水口部の操作性（月1回以上）

●ときどき吐水口部を回してください。
※吐水口部を長時間回さずに使用すると、回転
部に水あかなどが付着し、回りにくくなりま
す。無理に回そうとすると、配管に負荷がか
かり、水漏れの原因になります。

動きが悪い場合は、お求めの取付店・販売店ま
たはLIXIL修理受付センターへ修理をご依頼
ください。

水まわりの水漏れ（年2回以上）

水栓本体のガタツキ（年2回以上）

●水まわりの水漏れがないか点検してください。
●見えない部分は特に注意が必要です。
　（洗面台・キッチンキャビネット内）
※劣化・摩耗などで部品が破損し、ケガをした
り、水漏れして家財などを濡らす財産損害発
生の恐れがあります。

●水栓本体のガタツキがないかを確認してくだ
さい。
※水栓本体にガタツキがあるままお使いにな
ると、配管に負担がかかり、水漏れの原因
になります。

水栓本体にガタツキがある場合は、お求めの
取付店・販売店またはLIXIL修理受付センター
へ修理をご依頼ください。

水漏れしている場合は、止水栓または元栓を閉
め（P16参照）、お求めの取付店・販売 店
またはLIXIL修理受付センターへ修理をご依頼
ください。

ガタツキ
なし！
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摩耗劣化する部品交換のお願い

レバーハンドル

ハンドシャワー

シャワーホース

パッキン
パッキン

逆止弁
（水抜栓付
シャワーホース
ソケットに内蔵）

使用年

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12

買換え
ご検討消 耗 部 品 の 交 換

定期的な点検・部品交換のめやす

摩耗劣化部品の交換（逆止弁は3～5年）

（水抜栓付
シャワーホース
ソケットに内蔵）

逆止弁

●部品が摩耗・劣化すると水漏れ等の原因になりますので交換が必要です。
●摩耗劣化する部品の例（水栓の種類によって異なります）
例）逆止弁、レバーハンドル、ハンドシャワー、シャワーホース、バルブ
部（シングルレバーカートリッジ）、パッキンなど

●部品の交換については、お求めの取扱店またはLIXIL修理受付センターにご
依頼ください。製品状況により、摩耗箇所以外の部品交換も必要な場合が
あります。　　　　

お 客 さ ま に よ る 日 常 の お 手 入 れ ・ 点 検

バルブ部（シングルレバーカートリッジ）

パッキン
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簡単に故障が直る場合がありますので、修理を依頼される前に以下の項目を
ご確認ください。

止水栓は十分に開いていますか？
P.16を参照にして、湯側と水側の止水栓が十分開いていることを確認
してください。

お湯が出るまでに、時間がかかる
節水仕様のため、冬場など配管内の冷えた水を排水するのに時間がか
かり、湯の待ち時間が長く感じることがあります。

ストレーナーにゴミが詰まっていませんか？
P.9～12を参照にストレーナーにゴミ詰まりがないことを確認してく
ださい。

給湯器は正常に動作していますか？
給湯器から十分な温度のお湯がきていることを確かめてください。

他所で同時に水栓を使用していませんか？
使用時には、他所の水栓を同時に使用しないようにしてください。

止水栓を適切に絞っていますか？
水圧が高いことにより発生する流水音が考えられます。P.16の止水栓
の調節を参照にして、流量を絞ることで流水音を低減することができ
ます。

修理を依頼される前に

止水栓を適切に絞っていますか？
P.16の止水栓の調節を参照にして、湯側と水側の止水栓が適切に絞ら
れていることを確認してください。

希望する吐水温度が得られない

異音がする

流量が多い
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止水栓の調節

流量が少ない

止水栓は十分に開いていますか？
下記を参照にして、湯側と水側の止水栓が適切に絞られていることを
確認してください。

ストレーナーにゴミが詰まっていませんか？
P.9～12を参照にストレーナーにゴミ詰まりがないことを確認してく
ださい。

※上記例は、ドライバー式止水栓です。
　ハンドル式止水栓は、ハンドルを回して調節してください。
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7 0120-179 4- 11

以上の確認を行っていただいても問題が解決されない場合は、取扱店また
はLIXIL修理受付センターまで修理を依頼してください。
※LIXIL修理受付センターにご依頼の場合、修理料金は“技術料”＋“出張料”
＋“部品代”で構成されています。
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※フリーダイヤルは携帯電話・PHS・IP電話などではご利用できない場合が
　ございます。下記番号をご利用ください。
　TEL 0562ー40ー4050     FAX 0562ー40ー4053

※品番は最後まで読みとってご連絡ください。

15

右図参照）

当社は、当社取扱商品のユーザーさま及び流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたっ
て取得し、将来にわたる品質保証、メンテナンス、その他当社プライバシーポリシーに記載の目
的のために利用させていただきます。
個人情報の取り扱いについての詳細は、当社ホームページの「プライバシーポリシー」をご覧ください。

ゴールデンウィーク

LIXIL修理受付センターまで //www.lixil.co.jp/support/）

まで

を

18

こ
ん
な
と
き
は



修理のご依頼はLIXIL修理受付センターまで

TEL7 0120-179-411
FAX7 0120-179-456
受付時間9:00～20:00(365日受付)

商品のお問い合わせはお客さま相談センターまで

TEL7 0120-179-400
FAX7 0120-179-430
受付時間 平日 9:00～18:00

土日
（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

・祝日 9:00～17:00

※フリーダイヤルは携帯電話・
PHS・IP電話などではご利用
できない場合がございます。

　下記番号をご利用ください。
　TEL 0562-40-4050       
　FAX 0562-40-4053

GMS-2005(19030)

ホームページアドレス　http://www.lixil.co.jp/　

LIXIL修理受付センター

無効


